
第7回 市民部会まとめの会
今期の振り返りと来期の活動目標
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矢作川流域圏懇談会のゆるキャラ
「はぎぼう」

資料1
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●矢作川流域圏に関係する各組織のネットワーク化を図る
●流域圏一体化の取り組み及び矢作川の河川整備に関わる情報共有・意見交換を図る

懇談会の目的
【懇談会の目的・運営方針】
1. 矢作川流域圏懇談会とは

（1）市民部会の活動の活発化
●組織のあり方を見直し、市民部会主体の勉強会やイベントの計画を行う。

（2）流域の課題解決に向けて具体的な行動を積極的に行う
●課題解決に向けた山・川・海部会の積極的な議論と交流を実施する。
●勉強会やイベント等を通し、山・川・海部会の関係者が協働する。

（3）河川整備計画のフォローアップ
●「河川整備に関わる情報共有・意見交換」の取り組みを全体会議で共有し、意見交換を
行う。

懇談会の運営方針
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【第15期の活動目標】

食と農業

＜テーマ＞
○ 食と農業に関する情報共有や活動を目的としたチームを作成し、その内容

をWGで情報共有・意見交換する。⇒「矢作の恵みプロジェクト」の発足
○ 公開講座として流域市民の方々への発信を検討する。
⇒第20回市民部会WGで公開講座の内容、テーマ等を議論

＜活動目標＞

地域部会と連携

○ 地域部会と連携して流域の課題を流域市民の方々に知っていただく機会
を設ける。

○ 矢作川流域圏懇談会の活動や矢作川流域の課題を流域市民の方に発
信していくために地域部会と連携して「農業」 、「海の現状・課題」をテーマ
としたイベントを開催する。

⇒市民部会・海部会合同WGで、「海の現状・課題」をテーマとしたイベント
の意見交換を行い、海部会と協同で三河湾大感謝祭に参加

新たなつながり

○ 矢作川流域圏懇談会のネットワークを活用して流域内外で新たなつなが
りを広げる。⇒「川の日」ワークショップ関東大会、中部いい川WSに参加

○ 流域圏懇談会の活動と関連する団体・個人への訪問・招待やイベント参
加などを引き続き行っていく。（矢作川感謝祭・三河湾大感謝祭等）

⇒例年のイベントに加え、新たなイベントに参加
○ 流域内の外部団体と連携を強化していき、流域のことを知っていただく場を

設けて大学や市民の方々も巻き込んでいく。
⇒「無門福祉会」とのつながり強化

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）

⇒︓今期の実績
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実施状況テーマ時期

市民部会の企画で公開講座を開催
「プラスチックが生き物を苦しめている」マイクロプラスチック令和3年7月

こ
れ
ま
で

市民部会の企画で公開講座を開催
「アカトンボが危ない︕」ネオニコチノイド系農薬令和3年11月

市民部会の提案→海部会企画で公開講座を開
催 「豊かな海の栄養源〜きれいな海は豊かな海か︖〜」「三河湾の水産資源」、「栄養循環・物質循環」令和4年8月

市民部会の企画で公開講座を開催
「川がつなぐ 私たちの未来 〜知らなかった山・川・里・海の
繋がり〜」

流域のつながり令和6年2月

ミライ会議の企画で公開講座を開催
「流域の視点から見た治水・環境と総合水管理 〜市民とと
もに創る豊かで持続可能な社会〜」

流域総合水管理令和6年12月

検討中食と農業（仮）調整中次
回

○次回の公開講座について
第20回市民部会WGにて、農業の現状と課題、環境問題との

関連、食の安全性、地域活性化などを含めて、市民が「自分ごと」
としてとらえるきっかけとなるテーマについて意見交換を行いました。

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）
「食と農業」に関する公開講座について意見交換（テーマ①）

●これまでの実施状況と次回の構想
第20回市民部会WGの様子
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場 所日 時イベント

三重県四日市市楠福祉会館令和7年2月1日（土）第3回中部のいい川ワークショップ

共愛学園前橋国際大学令和7年2月22日（土）第 17 回「川の日」ワークショップ
関東大会 in 前橋

エディオン久屋広場令和7年4月19日（土）循環フェス名古屋

豊田市博物館 芝生公園令和7年4月26日（土）第13回いなかとまちの文化祭

豊田大橋下 千石公園令和7年9月7日（日）2025矢作川感謝祭

吉良ワイキキビーチ（宮崎海水浴場）令和7年10月5日（日）第12回三河湾大感謝祭

KIITO（キイト︓デザインクリエイティブセ
ンター神戸）

令和7年10月25日（土）、
26日（日）

第17回いい川・いい川づくりワーク
ショップ

○今期参加したイベント
矢作川流域圏懇談会として今期は下記のイベントに参加した。例年から参加している矢作川感謝祭、

中部のいい川ワークショップ、三河湾大感謝祭、いい川・いい川づくりワークショップに加えて、今期は「川の
日」ワークショップ関東大会、循環フェス名古屋、いなかとまちの文化祭に参加し、流域内外で新たなつな
がりを広げた。

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）
「新たなつながり」を広げる（テーマ③）
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○第3回中部のいい川ワークショップ
三重県四日市市楠福祉会館で開催された第3回中部のいい川ワーク

ショップに参加した。各団体からの活動内容の発表・質疑応答やトークセッ
ションを通じて流域のつながりを再認識することができた。

○ 第17回「川の日」ワークショップ関東大会 in 前橋
群馬県の前橋市小屋原町で開催された第 17 回「川の日」ワークショッ

プに参加した。エクスカーションや各団体からの活動内容の発表・公開討
論会等に参加し、流域外で新たなつながりを広げることができた。

「新たなつながり」を広げる（テーマ③）

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）

「川の日」ワークショップ関東大会で使用したポスター

発表の様子（「川の日」ワークショップ関東大会）発表の様子（中部のいい川ワークショップ） クロストークの様子（中部のいい川ワークショップ）
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○循環フェス名古屋、第13回いなかとまちの文化祭
下記の取組を通じて矢作川流域圏懇談会の活動や矢作川流域の問

題・恵みについて紹介した。また、懇談会とは別チームの「矢作の恵みプロジェ
クト」と連携して「食」をきっかけに流域の重要性や課題を知っていただいた。

「新たなつながり」を広げる（テーマ③）

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）

第13回いなかとまちの文化祭の様子

循環フェスのブースの様子

当日に使用した「塩おにぎり」、「しし汁」POP

矢作の恵みプロジェクト…
矢作川流域圏懇談会 市民部会座長

の鈴木建一氏を中心に2025年4月から
発足したチームであり、流域の問題・恵
みを、「食」を通じて知っていただくため
に活動している。

矢作川流域圏懇談会

懇談会の活動紹介

矢作の恵みプロジェクト

下記冊子の配布
・矢作川流域圏懇談会10年誌
・流域圏担い手づくり事例集Ⅴ
・森のひとをつなぐ

産地

ミネアサヒ 豊田市産

水田貯留米 安城市産

海苔 三河湾産

饗庭塩 西尾市産

豊田市産

平谷村産

提供・使用した食材等

お
に
ぎ
り

しし汁

アイスクリーム
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○2025矢作川感謝祭、第12回三河湾大感謝祭
下記の取組を通じて矢作川流域圏懇談会の活動や矢作川流域の問

題・恵みについて紹介した。また、懇談会とは別チームの「矢作の恵みプロ
ジェクト」と連携して「食」をきっかけに流域の重要性や課題を知っていただ
いた。 三河湾大感謝祭では、海部会と協同で参加し、 「海の現状・課
題」 に関する動画の上映やステージで懇談会の紹介した。

新たなつながりを広げる（テーマ②、③）

２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）

第12回三河湾大感謝祭の様子

2025矢作川感謝祭の様子

流域マップにポストイットしている様子 ステージでの活動紹介（三河湾大感謝祭）

矢作川流域圏懇談会

懇談会の活動紹介

下記冊子の配布
・矢作川流域圏懇談会10年誌
・流域圏担い手づくり事例集Ⅴ
・流域圏担い手づくり事例集Ⅵ-Ⅰ
・森のひとをつなぐ

矢作の恵みプロジェクト

みんなの矢作川流域ものがたり
（流域マップにポストイット）

海の現状・課題に関する動画公開
（海部会の活動）
（三河湾大感謝祭のみ）

産地

ミネアサヒ 豊田市産

にこまる　　 　 豊田市産

水田貯留米　 安城市産

海苔　　　　 三河湾産

饗庭塩 西尾市産

豊田市、安城市産

平谷村産

豊田市産
鹿ソーセージ
（矢作川感謝祭のみ）

アイスクリーム

クラフトビール

お
に
ぎ
り

提供・使用した食材等



第15期の市民部会の活動を下記以降に示す。

場所・内容日時活動

場所︓三重県四日市市楠福祉会館
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介令和7年2月1日（土）第3回中部のいい川

ワークショップ

第
15
期

場所︓西尾市中央ふれあいセンター3F視聴覚室
内容︓豊かな海の回復に向けた取組について

市民部会・海部会の合同イベントについて
令和7年2月13日（木）市民部会・海部会

合同WG

場所︓共愛学園前橋国際大学
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介令和7年2月22日（土）

第17回「川の日」
ワークショップ関東
大会in前橋

場所︓エディオン久屋大通
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介

「矢作の恵みプロジェクト」
令和７年4月１9日（土）循環フェス名古屋

場所︓豊田市博物館 芝生公園
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介

「矢作の恵みプロジェクト」
令和7年4月26日（土）第13回いなかとまち

の文化祭
場所︓豊田市崇化館交流館
内容︓流域連携イベントに関する意見交換

公開講座に関する意見交換
令和7年7月31日（土）第20回市民部会

WG
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【今期の活動①】
２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）



場所・内容日時活動

場所︓豊田大橋下 千石公園
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介

「矢作の恵みプロジェクト」
令和7年9月7日（日）2025矢作川感謝祭

第
15
期

場所︓吉良ワイキキビーチ（宮崎海水浴場）
内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介

「矢作の恵みプロジェクト」
令和7年10月5日（日）第12回三河湾大感謝

祭

場所︓KIITO（キイト︓デザインクリエイティブセン
ター神戸）

内容︓矢作川流域圏懇談会の活動紹介
令和7年10月25日（土）、
26日（日）

第17回いい川・いい川
づくりワークショップ
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【今期の活動②】
２. 今期の活動実績（R6.12.1〜R7.11.30）
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【第16期の活動目標】
「流域連携」をテーマに以下の３つの活動目標を設定する。

食と農業

＜テーマ＞
○ 食と農業に関する情報共有や活動を目的としたチームを作成し、その内容

をWGで情報共有・意見交換する。
○ 公開講座として流域市民の方への発信も検討する。

＜活動目標＞

地域部会と連携

○ 地域部会と連携して流域の課題を流域市民の方に知っていただく機会を
設ける。

○ 矢作川流域圏懇談会の活動や矢作川流域の課題を流域市民の方に発
信していくために地域部会と連携して「農業」 、「海の現状・課題」をテーマ
としたイベントを開催する。

新たなつながり

○ 矢作川流域圏懇談会のネットワークを活用して流域内外で新たなつなが
りを広げる。

○ 流域圏懇談会の活動と関連する団体・個人への訪問・招待やイベント参
加などを引き続き行っていく。（矢作川感謝祭・三河湾大感謝祭等）

○ 流域内の外部団体と連携を強化していき、流域のことを知っていただく場
を設けて大学や市民の方も巻き込んでいく。

３. 来期の市民部会の活動目標
【第16期の活動目標】 下記の第15期の活動目標をベースにまとめの会で修正・追記


